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本日の話題：キーワードは「連携」

1. 大学間連携の目標と，研究者間の連携活動

2. 災害シナリオと様々な連携の重要性

（中部での取り組み紹介）

3.  連携大学の研究者から見た災害研への期待



2019/10/28 包括連携協定を締結





面積 人口

東京湾 横浜市～千葉市 116km2 176万人

伊勢湾 川越町～東海市 336km2 90万人

大阪湾 芦屋市～大阪市 124km2 138万人

⾼潮危険地域
日本最大の0m地帯

最大の輸出額の名古屋港
を抱える

順位 港 輸出入 輸出 輸入

（単位：10億円） （単位：10億円） （単位：10億円）

1 名古屋 173,916 123,068 50,849
2 京浜【東京】 173,151 58,237 114,913
3 京浜【横浜】 118,381 69,461 48,920
4 阪神【神戸】 88,675 55,571 33,103
5 阪神【大阪】 85,524 37,742 47,781
9 三河 33,691 25,424 8,267

港湾別貿易額ランキング2019

伊勢湾台風（1959），恵南豪雨（2000）を経験

近い将来，スーパー伊勢湾台風（台風・高潮）と
南海トラフ地震の発生が懸念されている

伊勢湾台風（台風・高潮災害：1959.9.26）
→ 1961災害対策基本法
1962「激甚災害に対処するための特別の財政援助等に関す
る法律（激甚法）」

国交省HPより



大学間連携

2020年1月8日

連携のキックオフイベント

名城大学にて台風19号調査報告会を実施

災害研から森口先生，佐々木先生，

蝦名先生，川内先生，橋本先生がご講演



「災害科学に関する最新研究成果の情報交換会」オンライン開催

2020年7月から東北大，名城大に加えて

トヨタホーム，ミサワ総研，PLT（プライムライフテクノロジーズ）と

「災害科学に関する最新研究成果の情報交換会」を

オンライン開催． 7月10日，9月18日，11月19日，1月21日

4回にわたり講演および意見交換を実施．

運営のための打ち合わせも実施．

現在は，共同研究を模索中．

流域治水を考えるうえで必要であろう
「個人（住宅），分譲地，まちとして

必要または可能な備え」を
考える機会として貴重



組織連携，共同研究に向けた活動を通じて．．．

普段話さない分野，また，近いようで遠い分野とディスカッ
ションする機会を得た．

災害研との情報交換によって，大学内部の研究者と意見交換
もできた．

⇒ 東北大学災害研の先生方は組織に多様な分野があるにも関わらず，
内部の研究者の内容を十分把握されている印象．

様々な検討が必要となる「災害」科学だけに，
学部も異なる分野と連携しやすい環境となっている



災害シナリオと様々な連携の重要性
～ 現象とタスク，連携のタイムラインを考える．



発災

予兆

72hour
救命限度

フェーズ0

フェーズ1

フェーズ2

時間

災害のシナリオ 現象の展開，連鎖

自然現象 社会的要因による現象

要求される

緊急対応
(ESF) 公的機関 個人

警戒

救命・搬送

支援物資の提供
生活・応急復旧用

避難

予兆現象の発生

（誘因現象の発生・進行）

発災現象の発生

人命の損失，交通網，ライ
フライン，住居の機能不全

交通網・構造物への影響

必要な連携

日常生活・経済活動
への影響

(情報収集活動)
(防災活動)

復旧

応急復旧

※要求される対応を円
滑に実行させるのに，必
要な連携は？

対応責任・能力のある機関

【中部支部タスクフォース資料】



【中部支部タスクフォースでの検討資料】災害シナリオと検討すべきタスクの比較
【台風・高潮】

台風発生

伊勢湾に接近

一部地域で
強風・豪雨

堤内地水位
上昇

【地震・津波】

地震発生

地盤の液状
化・流動化

津波の発生

津波の到達

堤内地に氾濫

氾濫水位の低下

海底地盤変状
海面変動

地震動

【大規模土砂災害】

土石流の発生・流下

河床上昇・河積阻害

土砂ダムの崩壊

地震 豪雨

山体崩壊

土砂ダム発生

豪雨・融雪

堤内地に氾濫

氾濫水位の低下

事前

発災
0hour

発災 発災

発災

時間軸

７２時間

情報収集・提供情報収集・提供

情報収集・提供情報収集・提供

緊急避難・救命・救急

締切排水

瓦礫処理道路啓開

インフラ応急復旧

被災者支援

河川水位
上昇

堤内地に氾濫

氾濫水位の低下

発災

地盤の隆
起・沈降

緊急避難・救命・救急

瓦礫処理道路啓開

締切排水

インフラ応急復旧

被災者支援

伊勢湾で高潮

海面水位
上昇

緊急避難・救命・救急

締切排水

インフラ応急復旧

瓦礫処理道路啓開

被災者支援

広域避難

水防活動

台風上陸

広域避難

情報収集・提供情報収集・提供

土石流の
発生・流下

現象がいかに連鎖していくかを知る
には災害現象の基礎メカニズムの解
明が必要．

現象の予測を受け，ハード，ソフトの
備えをいかにして，有事の情報共有
をどのように行い，各機関が連携す
るのかを考える必要がある．

現象がいかに連鎖していくかを知る
には災害現象の基礎メカニズムの解
明が必要．

現象の予測を受け，ハード，ソフトの
備えをいかにして，有事の情報共有
をどのように行い，各機関が連携す
るのかを考える必要がある．



【タスク対応表を作成】
【横軸 ： 関係者】

指定行政機関
（指定地方行政機関を含む）

地方自
治体

支援機関等 被災者

使命的に活動を行う機関

タスク毎に
時間軸に対応させ

各機関が担うべき役割を記載

備
考
欄
に
は
，
実
行
に
必
要
な
備
え
・連
携
及
び
そ
の
他
補

足
事
項
を
記
載
。

指定公共機関
（指定地方公共機関を含む）

事前

発災
0hour

時間軸

７２時
間

情報収集・提供

緊急避難・救命・救急

締切排水

インフラ応急復旧

瓦礫処理道路啓開

被災者支援

広域避難

水防活動

任意的に活動を行う機関

【中部支部タスクフォース資料】



政府
（内閣府

等）

管区気象
台

地方整備
局

自衛隊
地方測量

部
管区海上
保安本部 県

市町
村

警察 消防
水防・消
防団

独立行政
法人

日本赤十
字

公共交通
機関

報道機関 通信会社

ライフライ
ン

(電気・ガス
・上下水道）

運送会社
（物流）

自治体
（域外）

医療機関
（域内）

医療機関
（域外）

道路交通
情報セン

ター

建設会社
（資機材
リース会
社も含む）

建設コン
サルタント

製造・販売
業

事業所
自治会

ボランティア
等

要救護者
(高齢者・要
介護者・旅
行者等)

個人
（世帯・個

人）

広域避難 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

緊急避難・救命・救急 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

締切排水 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

瓦礫処理道路啓開 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

インフラ応急復旧 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

被災者支援 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

情報収集・提供 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

緊急避難・救命・救急 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

締切排水 ● ● ● ● ● ●

瓦礫処理道路啓開 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

インフラ応急復旧 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

被災者支援 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

情報収集・提供 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

広域避難 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

緊急避難・救命・救急 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

締切排水 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

瓦礫処理道路啓開 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

インフラ応急復旧 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

被災者支援 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

情報収集・提供 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

被災地で共助を担
う機関等

住民指定公共機関（指定地方公共機関を含む） 支援機関等

地震・津波

大規模
土砂災害

台風・高潮

地方自治体

災害の種類 タスク

指定行政機関（指定地方行政機関を含む）

使命的に活動を行う機関 任意的に活動を行う機関

【中部支部タスクフォース資料】



時間軸

台風・高潮災害の自然現象（発災前）
東海ネーデルランド洪水・高潮地域協議会の想定シナリオ

過去に日本を襲った既往最大の台
風である室戸台風（上陸時910hPa）
級が東海地方の低平地に最も大き
な被害をもたらすコースを想定

河川水位
上昇

台風発生

伊勢湾に接近

伊勢湾で高潮
一部地域で
強風・豪雨

海面水位
上昇

堤内地水位
上昇

台風上陸

堤内地で氾濫

防災施設の
破壊・浸水

出典：危機管理行動計画（第２版）（東海ネーデルランド高潮・洪水地域協議会）



時間軸

1.5日前

河川水位
上昇

台風発生

伊勢湾に接近

伊勢湾で高潮
一部地域で
強風・豪雨

海面水位
上昇

堤内地水位
上昇

河川堤防
決壊

防潮堤防
決壊

堤内地に氾濫

流木等の堆積，災害ゴミの発生

氾濫水位の低下

防災施設の破
壊・浸水

台風上陸

防疫課題の発生

情報収集機
能への影響 交通障害

要救護者の発生
帰宅困難者

の発生
通行止めの

発生

医療機関の機能低下

避難民の発生

避難所生活開始復旧資機材不足 トイレ問題の発生

生命の損失

日常生活に対する機能損失
安否確認の集中通信障害

日常生活と経済活動不全 地域衰退

災害の自然的側面 (防災施設) 社会的側面

発災

72時間

巨大災害シナリオ：台風高潮災害

構造物の破壊・浸水 ライフライン施設の浸水・機能停止

家屋の

破壊・浸
水

交通施設の
浸水・機能停

止

地下街等商
業関連施設
の破壊・浸水

水の供給
停止

ガスの供
給停止

電気の
供給停

止

下水施設
の機能停

止

情報通信施
設の浸水・
機能停止

工場等工業
関連施設の
破壊・浸水

学校等の

破壊・浸
水

医療関連
施設の破
壊・浸水

【中部支部タスクフォース資料】



スーパー伊勢湾台風における広域避難

気象情報の把握

降雨・浸水情報等
の把握

被害予測

広域避難箇所
判断・通知

広域避難準備

広域避難手段
・移動先・誘導手配

気象庁

地整，県，市町村

市町，国

被害情報把握

病院，個人，企業

気象庁，市町，地整，報道機関など

市町，国，（バス・鉄道会社，医療機関）

広域避難

受け入れ先準備

避難状況把握
（残留者所在把握） 病院，個人，企業

域外自治体，病院

避難遅延者誘導
市町，地整，報道機関など
（携帯会社？）

自衛隊

台風発生

伊勢湾に接近

一部地域で
強風・豪雨

堤内地水位
上昇

河川水位
上昇

堤内地に氾濫

氾濫水位の低下

伊勢湾で高潮

海面水位
上昇

台風上陸

道路等浸水状況
把握

市町，地整，（報道機関，
交通情報提供機関）

発災 Outbreak
0hour

72hour

時間軸 time line 時間軸だけでなく，現象の空間的な広がりも考慮
して状況に応じた避難を考えていく必要がある

事前に考えておくべき事項，
事後に把握すべき事項，把握手段

それぞれを整理し，準備をする必要あり

事後も考えて準備

実行に必要なツールなども
含め様々な分野が連携して，

事前の準備が必要

※情報収集方法と情報提供手段，内容が全体の動きに影響

【中部支部タスクフォース資料】



過去の図の再整理していて思ったこと．．．

どこにどのような分野が関わるのか，

また有効な対策につながる要素研究は何か，

実現に向けて必要なツール・科学技術は何か

それぞれの関係性を示していき，

全体的に不足がないのかの確認をしていく必要がある．



災害研への期待：基礎と応用・実践のバランスの取れた組織
実務への応用上不足分野と経験・知見を補うような連携

学術は，比較的連携がしやすい．

ただし， 個々で研究を洗練すること

それらを連携させ災害に応用すること これらのバランスが大切

各大学，組織に欠けている分野，詳細研究を補うには，大学連携で実質
的な研究連携を行うことが有効

※連携先の災害に関する経験・知見を活かし，
それぞれの地域に活かす連携が必要．

災害研の成果を有効に展開させるために，災害対応の面から，国，地方自治体
との意見交換，情報交換の機会を作ることも，非常に有益だと考える．



最後に．．．

能力を有するものが，必要とされる場所で力
を発揮すること，一方で，それぞれが力を発
揮し必要な役割を担えるような環境を整えて
いくのも，トップランナーである機関の責務
である．


